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二〇一一年に発表された、世界



























を含む性と生殖に関する権利（sexual and reproductive rights ）
に対する制約、③女性障害者に対する交差的差別である。　
とくに、女性障害者が直面する
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ジェンダー主流化が国連において採り入れられるようになり、女性障害者を含め、マイノリティー女性や複合差別に関す 言及も増えていくことになる。女子差別撤廃条約の条文自体には、女性障害者に言及する規定はないものの、女子差別撤廃条約の委員会 特別な生活状況にお て、二重の差別を受けているであろう女性障害者に対する憂慮を示し、一九九一年に、女性障害者の情報提供を求める一般勧告 出した（一般勧告第一八号） 。　
同委員会はまた、アファーマテ
















性障害者は、女性施策、障害者施策、いずれのなかでも埋没し、そうした不可視化さ た存在が複合差別の問題を助長してきたと考えられる。 がって障害者権利条約が規定するとおり、女性障害者に対する複合差別が存在することをまず認識、可視化 、そこから派生する諸問題を的確に把握し対処することが重要となってくる。以下、各国編 おいて わずかながらでも、アジア各国の知見の共有が促進されれば幸いである。［付記］
本特集のもとになった研
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